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　6月定例会は、本市が誇る東沢バラ公園バラまつりと同時期に開催されることもあ

り、市議会としてもバラまつり宣伝の一助と、より多くの市民の皆様から議会へ関心を

持ってもらえるように、全議員と市長・副市長が生バラのコサージュを着けて議会に臨

みました。「6月定例会=バラ議会」と広く認識されたいと考えています。

  万円を追加万円を追加

議員名

議案等の名称

議

決

結

果

市政・公明クラブ 改革クラブ 無会派 賛
　
　
　
　
成

反
　
　
　
　
対

柴
崎
　
亮
太

吉
田
　
　
創

細
矢
　
清
隆

田
中
　
正
信

矢
萩
　
浩
次

高
橋
菜
穂
子

大
山
　
正
弘

海
老
名
幸
司

石
澤
　
祐
一

秋
葉
　
新
一

髙
橋
　
卯
任

阿
部
　
正
任

犬
飼
　
　
司

結
城
　
　
正

菊
池
　
貞
好

中
里
　
芳
之

請

　

願

第２号
「消費税率５％以下への引き下
げを求める意見書」を政府に
送付することを求める請願書

否 × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 9

第３号
「消費税インボイス制度の実施
中止を求める意見書」を政府に
送付することを求める請願書

否 × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 9

議長は可否同数の場合以外は採決に加わりません。

□可 ＝可決　　□否 ＝否決　　□○ ＝賛成　　□× ＝反対　　□欠 ＝欠席　　□退 ＝退席　　□議 ＝議長　　□裁 ＝裁決

審議結果報告
（6月定例会において賛否の分かれた議案等についてのみ記載しました）

和
4
年
第
4
回
定
例
会

は
、
6
月
3
日
か
ら
20

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

条
例
2
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
1
件
を
原
案
ど
お
り
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
条　

例　

等

◎
村
山
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

提
案
理
由
は
、
押
印
を
求
め

る
行
政
手
続
き
を
見
直
し
、
手

続
き
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
で
す
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

◎
村
山
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑴
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
の
延
長
等
に
伴
う
個
人
住
民

税
の
見
直
し

⑵
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等

に
係
る
課
税
方
式
の
見
直
し

⑶
個
人
住
民
税
に
お
け
る
合
計

所
得
金
額
に
係
る
規
定
の
整
備

以
上
の
改
正
理
由
と
し
て
は
、

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

一般会計予算総額

9,480万円を追加、157億2,480万円9,480万円を追加、157億2,480万円
　

専
決
処
分

◎
村
山
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

地
方
税
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
村
山

市
税
条
例
の
一
部
改

正
措
置
に
つ
い
て
専

決
処
分
し
た
も
の
で

す
。

（
全
会
一
致
で
承
認
）

　

補
正
予
算

◎
今
こ
そ
地
元
応
援
商

品
券
事
業

　

市
民
全
員
に
1
人

当
た
り
3
千
円
分
の

応
援
商
品
券
を
配
布

す
る
も
の
で
す
。

※
75
歳
以
上
の
高
齢
者

及
び
生
活
保
護
受
給

世
帯
、
平
成
16
年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
市
民
に
は
1
人
当

た
り
3
千
円
分
上
乗

せ
し
て
配
布
す
る
も

の
で
す
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

「今こそ地元！」「今こそ地元！」

応援商品券 3応援商品券 3
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一般会計予算 2億5,471 2億5,471 

総額159億7,951総額159億7,951万円万円
補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

市
民
会
館
管
理
運
営
費

8
5
0
万
円

　

市
民
会
館
大
・
小
ホ
ー
ル
の
暖
房
用
ボ

イ
ラ
ー
を
修
繕
す
る
も
の
で
す
。

食
べ
て
泊
ま
っ
て
満
喫
プ
レ
ミ
ア
ム
券
事
業

4
1
7
2
万
円

7
月
23
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、
市
内
で

の
飲
食
や
宿
泊
観
光
施
設
で
使
え
る
プ
レ

ミ
ア
ム
券
を
4
千
組
（
う
ち
市
民
優
先
枠

を
3
千
組
）
発
行
す
る
も
の
で
す
。

に
ぎ
わ
い
創
造
活
性
化
事
業

7
0
0
万
円

L
i
n
k  
M
U
R
A
Y
A
M
A
に
、
入

居
使
用
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
1
補

助
対
象
者
あ
た
り
1
0
0
万
円
を
上
限
と

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

在
宅
福
祉
事
業　

除
雪
扶
助
費5

8
1
万
円

　

補
助
の
対
象
を
高
齢
者
な
ど
の
住
民
税
非

課
税
世
帯
か
ら
、
均
等
割
の
み
課
税
の
世

帯
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業

5
2
8
1
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合

の
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
の

4
回
目
接
種
を
す
る
も
の
で
す
。
4
回
目

接
種
は
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
内
ば
や
し
振
興
等
事
業

1
4
5
万
円

　

徳
内
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
、
感
染
予

防
お
よ
び
拡
大
防
止
す
る
た
め
の
消
耗
品

な
ど
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

低
所
得
子
育
て
世
帯
特
別
給
付
金
給
付

事
業

2
3
0
4
万
円

　

対
象
世
帯
の
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円
支

給
す
る
も
の
で
す
。
村
山
市
で
は
令
和
4

年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

駅
西
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
事
業１

０
２
万
円

　

新
「
道
の
駅
」
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
検
討
お

よ
び
協
議
を
行
う
市
民
会
議
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

3 年ぶりに開催予定の徳内まつり3 年ぶりに開催予定の徳内まつり

コワーキングスペースコワーキングスペース

（Link　MURAYAMA）（Link　MURAYAMA）

フィットネスマシンフィットネスマシン

（Link　MURAYAMA）（Link　MURAYAMA）
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村
山
市
土
地
開
発
公
社

　

令
和
3
年
度
は
、
前
年

度
か
ら
着
手
し
た
「
S
＊

m
i
l
e
（
ス
マ
イ
ル
）

タ
ウ
ン
新
町
（
第
2
期
）」

17
区
画
の
完
成
に
あ
わ
せ

11
月
24
日
よ
り
予
約
販
売

を
開
始
し
、
全
て
に
申
し

込
み
が
あ
り
、
6
区
画
が

契
約
済
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
隣
接
す
る
「
新

町
（
第
1

期
）」
に

つ
い
て
は
、

2
区
画
の

契
約
を
行

っ
た
。

　
「
楯
岡

北
町
グ
リ

ー
ン
タ
ウ

ン
」
は
残

り
の
3
区

画
全
て
の

契
約
が
完

了
し
、
全

38
区
画
が

完
成
と
な

っ
た
。
こ

の
う
ち
完

成
し
た
住

宅
2
棟
に
対
し
て
新
築
支

援
補
助
金
１
０
０
万
円
を

交
付
し
、
残
り
1
区
画
は

完
成
後
（
令
和
4
年
度
）

に
補
助
金
の
交
付
を
予
定

し
て
い
る
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
当

期
純
損
失
1
6
6
4
万
円

と
な
り
、
前
期
繰
越
金
3

億
6
0
1
2
万
円
を
減
額

し
て
整
理
を
行
っ
た
。

㈶
村
山
市
余
暇
開
発
公
社

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
令

和
2
・
3
年
度
の
決
算
で

正
味
財
産
が
3
0
0
万
円

を
切
る
こ
と
で
、
一
般
財

団
法
人
と
し
て
事
業
が
継

続
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、

令
和
4
年
2
月
1
日
に
事

業
を
株
式
会
社
村
山
市
余

暇
開
発
公
社
へ
譲
渡
を
行

っ
た
。

　

令
和
3
年
度
は
本
格
的

な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
基
づ
き
、
業
務
の
ス

リ
ム
化
と
※

マ
ル
チ
タ
ス

ク
、
動
線
の
見
直
し
な
ど

で
人
件
費
や
経
費
を
削
減

す
る
改
善
を
行
っ
た
。
ク

ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
隣
接
す

る
「
y
a
m
a
g
a
t
a 

g
l
a
m
」
の
運
営
が

本
格
化
し
、
㈱
古
窯
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
村
山
市

の
契
約
が
整
い
、
災
害
時

に
お
け
る
協
力
体
制
と
人

材
育
成
の
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ー
ム
が
最

終
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
団

体
戦
で
は
「
金
メ
ダ
ル
」

を
獲
得
し
、
そ
の
話
題
で

一
気
に
注
目
を
集
め
た
。

ま
た
、
当
館
で
長
年
合
宿

を
実
施
し
た
駿
河
台
大
学

駅
伝
部
が
箱
根
駅
伝
初
出

場
を
果
た
し
、
合
宿
施
設

と
し
て
の
価
値
向
上
に
つ

な
が
っ
た
。

　

収
入
目
標
を
コ
ロ
ナ
禍

前
の
65
％
と
し
た
が
、
原

油
高
騰
に
よ
る
燃
料
費
の

大
幅
な
高
騰
と
輸
送
費
増

に
よ
る
仕
入
れ
価
格
高
騰
、

電
気
代
に
お
け
る
燃
料
調

整
額
の
上
昇
に
よ
り
経
費

が
か
さ
み
、
収
益
改
善
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

道
の
駅
む
ら
や
ま

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
利

用
人
数
の
浮
き
沈
み
が
激

し
く
、
利
用
客
の
動
向
が

全
く
予
想
で
き
な
い
状
況

下
の
営
業
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
は
感
染
症
拡
大
も

徐
々
に
収
ま
り
、
利
用
客

が
戻
り
、
昨
年
度
並
み
の

売
上
げ
を
計
上
で
き
た
。

㈶
村
山
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

事
業
、
競
技
力
向
上
を
図

る
事
業
、
加
盟
団
体
な
ど

の
育
成
・
連
携
を
図
る
事

業
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
関
す
る
事
業
、
体
育

施
設
の
管
理
運
営
に
関
す

る
事
業
な
ど
多
く
の
事
業

に
協
賛
、
運
営
し
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
3
年
度

に
お
け
る
法
人
全
体
の

正
味
財
産
期
末
残
高
は
、

3
2
4
8
万
円
と
な
り
昨

年
度
よ
り
55
万
円
の
減
と

な
っ
た
。

出
資
法
人
等
の
経
営
状
況
報
告

令和 3 年度  村山市余暇開発公社の決算（一般財団法人・株式会社  合算）（単位：円）

区分・年度 令和 3 年度 令和 2 年度 増減

クアハウス碁点 △28,067,382 △68,745,968 40,678,586

道の駅むらやま △18,775,172 △15,384,026 △3,391,146

余暇開発公社共通経費等 △556,353 △421,564 △134,789

長期借入返済額 △32,327,778 △32,327,778

合　　計 △79,726,685 △84,551,558 4,824,873

※マルチタスク：1人が複数の仕事を同時進行すること。

利用客が戻り始めた道の駅利用客が戻り始めた道の駅

クアハウスで合宿したブルガリア選手団クアハウスで合宿したブルガリア選手団

建設が進む「S ＊ mile タウン新町」建設が進む「S ＊ mile タウン新町」
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一

般

質

問

6
月
7
日
、
8
日　

6
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

QQ
近
年
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ

が
急
増
し
て
お
り
、

こ
れ
に
伴
い
カ
エ
ル
や
小

魚
な
ど
の
小
動
物
の
減
少
、

営
巣
に
よ
る
フ
ン
被
害

な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

市
内
の
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ
の

※

コ
ロ
ニ
ー
の
把
握
と
具
体

的
な
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

AA
現
状
、
サ
ギ
は
河
島

山
に
1
0
0
羽
、
カ

ワ
ウ
は
2
0
0
羽
以
上

生
息
し
て
い
る
。

　

春
に
花
火

に
よ
る
追
い

払
い
を
行
っ

た
結
果
、
カ

ワ
ウ
の
半
数

が
碁
点
橋
の

上
流
右
岸
へ

移
動
し
た
。

　

対
策
と
し

て
は
、
令
和

2
、
3
年
は

最
上
川
第
2

漁
業
組
合
で

防
鳥
テ
ー
プ

を
巣
の
近
く

に
張
っ
た
が
、
効
果
が
な

か
っ
た
。
令
和
4
年
は
河

島
山
の
自
治
会
が
花
火
で

追
い
払
い
を
行
っ
た
。
移

動
し
た
カ
ワ
ウ
に
対
し
て

第
2
漁
業
組
合
で
高
所
作

業
車
に
よ
る
、
巣
の
中
の

卵
へ
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
入

れ
て
繁
殖
を
抑
え
る
作
業

を
行
っ
た
。
今
後
県
の
内

水
面
漁
業
組
合
で
カ
ワ
ウ

の
生
息
状
況
の
調
査
を
行

う
。
カ
ワ
ウ
の
捕
獲
に
つ

い
て
は
県
の
許
可
を
受
け

て
第
2
漁
業
組
合
で
4
月
、

6
月
に
銃
に
よ
る
駆
除
を

行
う
。
サ
ギ
に
つ
い
て
は

沼
や
川
に
生
息
す
る
時
期

が
あ
る
の
で
銃
に
よ
る
駆

除
を
計
画
し
て
い
る
。

QQ
駅
西
開
発
、
新
「
道

の
駅
」
整
備
、
南
原

集
積
地
の
工
業
団
地
整
備

は
若
者
定
住
、
雇
用
促
進

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
村
山
市
発
展
に
重
要

な
事
業
で
あ
る
。
高
速
道

路
開
通
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方

針
で
進
め
て
い
く
の
か
。

AA
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整

備
し
、
市
民
に
喜
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
行
き
た
い
。

QQ
駅

西

開

発

は

ど

の

よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

AA
水
田
の
ま
ま
で
は
企

業
誘
致
が
難
し
い
た

め
、
ヤ
マ
ザ
ワ
周
辺
を
商

業
地
と
し
て
、
村
山
市
土

地
開
発
公
社
で
造
成
し
、

企
業
を
誘
致
し
て
い
く
。

ま
た
、
新
「
道
の
駅
」
予

定
地
の
西
側
は
民
間
企
業

か
ら
打
診
が
来
て
い
る
。

QQ
駅
西
開
発
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

AA
６
月
下
旬
に
土
地
開

発
公
社
臨
時
理
事
会

を
開
催
。
次
に
、
地
権
者

な
ど
に
事
業
説
明
会
を
開

催
し
、
同
意
を
得
れ
ば
、

調
査
測
量
設
計
を
実
施
予

定
。
令
和
５
年
以
降
は
測

量
設
計
成
果
を
も
と
に
開

発
行
為
申
請
、
用
地
買
収
、

造
成
工
事
を
進
め
て
行
き

た
い
。

QQ
新
「
道
の
駅
」
開
発

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

AA
新
「
道
の
駅
」
市
民

会
議
を
設
立
。
令
和

４
年
度
末
か
ら
令
和
５
年

度
に
か
け
て
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
業

者
決
定
後
、
基
本
計
画
を

策
定
。
令
和
６
年
度
か
ら

用
地
買
収
、
建
設
事
業
者

の
決
定
。
建
物
の
設
計
、

建
設
。
完
成
は
令
和
８
年

度
末
予
定
。

※コロニー：サギ、カワウなどの集団繁殖地

そ
の
他
の
質
問

・

児
童
、
生
徒
の
ト
イ
レ

利
用
（
大
便
）
に
つ
い
て

・

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て

カワウ移転後のコロニーカワウ移転後のコロニー

答
弁

　
サ
ギ
100

羽
　
カ
ワ
ウ
200

羽

 

確
認
し
て
い
る

鳥
獣
（
サ
ギ
・
カ
ワ
ウ
）
の

 

早
急
な
対
策
を
望
む

答
弁

　
村
山
市
土
地
開
発
公
社
で

 

造
成
し
て
い
く

駅
西
開
発
は
ど
の
よ
う
に

 

進
め
て
い
く
の
か

↑

動
画
は
こ
ち
ら

↑

動
画
は
こ
ち
ら

細矢　清隆

吉田　　創

今後開発が期待される駅西エリア今後開発が期待される駅西エリア
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一

般

質

問

6
月
7
日
、
8
日　

6
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ＱＱ
今
冬
も
豪
雪
に
見
舞

わ
れ
、
放
置
さ
れ
た

空
き
家
が
周
辺
へ
危
険
を

及
ぼ
す
状
況
が
増
え
て
い

る
。
市
は
そ
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。
近
隣
住

民
か
ら
危
険
空
き
家
へ
の

苦
情
や
心
配
の
声
は
上
が

っ
て
い
な
い
か
。

ＡＡ
家
屋
の
損
傷
や
劣
化

に
伴
い
、
昨
年
度
区

長
や
住
民
か
ら
18
件
の
苦

情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

空
き
家
の
増
加
と
と
も
に

危
険
空
き
家
も
増
え
て

い
る
。

ＱＱ
空
き
家
所
有
者
へ
の

連
絡
、
対
処
は
ど
う

か
。
所
有
者
の
分
か
ら
な

い
空
き
家
は
な
い
の
か
。

ＡＡ
す
べ
て
の
空
き
家
に

対
し
て
、
現
地
調
査

を
行
い
所
有
者
を
把
握
し
、

適
正
管
理
の
通
知
を
出
し

て
い
る
。
面
会
し
、
対
応

す
る
場
面
も
あ
る
。
し
か

し
、
昨
年
度
末
で
所
有
者

不
明
の
空
き
家
が
、
55
軒

あ
る
。

ＱＱ
危
険
空
き
家
へ
の
解

体
補
助
上
限
１
０
０

万
円
の
制
度
が
あ
る
が
、

今
回
補
正
予
算
案
と
し
て

増
額
さ
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
今
後
こ
の
問
題
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

ＡＡ
今
年
度
は
当
初
予
算

で
概
ね
10
軒
分
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
が
、

今
年
度
は
申
請
件
数
が
大

幅
に
増
え
た
。

　

空
き
家
問
題
は
人
口
減

少
に
伴
う
全
国
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
危
険
空

き
家
解
体
補
助
金
も
申
込

み
状
況
を
見
た
う
え
で
、

制
度
を
拡
充
し
て
い
き
た

い
。

QQ
租
税
は
地
方
自
治
を

支
え
る
根
幹
で
あ
る
。

課
税
し
た
税
金
は
必
ず
納

め
て
も
ら
う
と
い
う
姿

勢
で

・
公
平
な
負
担
で

・
公
平
な
受
益

が
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
税
の
滞
納
状
況
は
ど

う
か
。

AA
近
年
の
収
納
率
は

99
・
2
%
台
で
推
移

し
て
お
り
、
県
内
13
市
で

は
上
位
で
あ
る
。
ま
た
、

滞
納
額
の
合
計
は
約
1
億

5
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

滞
納
額
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、引
き
続
き
滞
納
額
・

滞
納
者
数
の
減
少
に
努
め

て
い
く
。

QQ
悪
質
な
滞
納
者
に
つ

い
て
は
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
な
ど
強
制
徴

ち
ょ
う

収
し
ゅ
う

手
続
き
を
定
め
て
い
る
が

件
数
・
金
額
は
い
く
ら
か
。

AA
令
和
3
年
度
の
実
績

は
、
67
件
で
約
３
２

0
万
円
で
あ
る
。
引
き
続

き
回
収
に
向
け
取
り
組
む
。

QQ
国
保
税
の
悪
質
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
法

律
に
よ
っ
て
保
険
証
の
返

還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
本
市
が
実
施
し
た

件
数
は
ど
う
か
。

AA
令
和
3
年
は
1
件
で

あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・

消
防
改
革
に
つ
い
て

・

持
続
可
能
な
環
境
衛
生

行
政
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・

若
者
の
地
元
定
着
に
つ

い
て

・「
人
生
100
年
時
代
」
を
見

据
え
た
優
し
い
社
会
を

空き家屋根の飛散防止作業をする近隣住民空き家屋根の飛散防止作業をする近隣住民

村山市の中学生「納税標語 入賞作品」村山市の中学生「納税標語 入賞作品」

答
弁

　
解
体
補
助
の
増
額
な
ど
で

 

対
応
す
る

豪
雪
に
よ
り
危
険
空
き
家
が

 

増
え
て
い
る
が
対
策
は

答
弁

　
滞
納
額
の
回
収
に

 

引
き
続
き
努
力
す
る

税
の
滞
納
状
況
に
つ
い
て
伺
う

↑

動
画
は
こ
ち
ら

↑

動
画
は
こ
ち
ら

阿部　正任

田中　正信
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一

般

質

問

※
一
般
質
問
の
Ｑ
＆
Ａ
は
議
員
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

QQ
株
式
会
社
へ
の
移
行

後
の
状
況
は
。

AA
移
行
時
の
課
題
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
飲
食

や
宿
泊
、
観
光
業
が
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
く
中

で
「
多
額
の
借
入
金
や
従

業
員
を
全
て
引
き
継
ぐ
こ

と
」
を
前
提
に
営
業
譲
渡

を
受
け
て
く
れ
る
民
間
の

法
人
が
居
な
い
と
い
う
事

が
一
番
の
課
題
で
あ
っ
た
。

現
在
の
状
況
は
、
財
団
法

人
の
清
算
も
全
て
完
了
し
、

株
式
会
社
に
移
っ
た
。
社

員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
ク
ア
ハ
ウ
ス

碁
点
、
道
の
駅
む
ら
や
ま

の
経
営
改
善
と
営
業
努
力

を
続
け
て
い
る
。

QQ
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
、

道
の
駅
む
ら
や
ま
の

経
営
の
赤
字
化
の
原
因
は
。

AA
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
に
よ
る
経

営
不
振
が
極
め
て
大
き
い
。

従
業
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
精
一
杯
努
力
し
て

お
り
、
原
因
を
追
求
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え

る
。
あ
え
て
申
し
上
げ
れ

ば
、
以
下
の
3
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。

①
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
は
開

業
後
40
年
が
経
過
し
、
施

設
の
老
朽
化
す
る
時
期
と

開
業
時
に
採
用
し
た
職
員

の
人
件
費
が
最
大
と
な
る

時
期
が
重
な
っ
た
こ
と
。

②
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
は
、

開
業
後
18
年
間
は
実
質
黒

字
経
営
、
多
い
年
で
6
千

万
円
を
超
え
る
収
益
が
あ

り
、
民
間
で
あ
れ
ば
ス
ト

ッ
ク
さ
れ
る
が
、
そ
う
い

っ
た
会
計
処
理
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
。

③
道
の
駅
む
ら
や
ま
の
収

益
は
3
千
万
円
の
黒
字
を

出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
か
ら
、
こ
の
収

益
が
公
社
と
し
て
見
込
め

な
く
な
っ
た
こ
と
。

QQ
物
価
高
騰
に
よ
る
公

共
工
事
や
農
工
商
、

学
校
給
食
へ
の
影
響
と
対

策
は
。

AA
資
材
の
価
格
上
昇
や

資
材
の
納
期
遅
れ
が

発
生
し
て
い
る
。
適
切
な

工
事
価
格
の
設
定
に
努
め
、

工
期
や
発
注
時
期
も
業
者

に
配
慮
す
る
。
Ｊ
Ａ
で
は

秋
使
用
予
定
肥
料
を
過
去

最
大
25
％
~
94
％
の
値
上

げ
を
予
定
し
て
い
る
。
市

内
企
業
は
価
格
転
嫁
を
発

注
側
に
受
け
入
れ
て
も
ら

え
て
い
な
い
。
国
、
県
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
、
必
要
に
応
じ
て
適

切
な
対
策
を
講
じ
る
。
国

の
臨
時
交
付
金
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
（
事
業
者
支
援

に
つ
い
て
）
検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
管

理
栄
養
士
が
メ
ニ
ュ
ー
を

工
夫
し
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
給
食
の
質
的
低
下
は

な
い
が
、
今
後
の
食
材
高

騰
で
メ
ニ
ュ
ー
が
担
保
で

き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
国
の
臨
時
交
付
金
を

利
用
し
、
補
助
を
実
施
し

た
い
。

QQ
積
雪
時
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
の
考
え
方

と
除
雪
の
実
態
は
。

AA
積
雪
時
は
指
定
緊
急

避
難
場
所
で
は
な
く

指
定
避
難
所
に
行
っ
て
も

ら
う
。
除
雪
は
地
域
に
任

せ
て
い
る
。

QQ
自
治
公
民
館
は
指
定

避
難
場
所
と
し
て
冬

季
も
利
用
す
る
の
が
現
実

的
だ
。
要
望
が
あ
っ
た
ら

除
雪
支
援
の
検
討
を
。

AA
個
別
の
相
談
は
受

け
る
。

（株）余暇開発公社クアハウス碁点の（株）余暇開発公社クアハウス碁点の

新しい旅立ち新しい旅立ち

暮らしを圧迫する物価高騰暮らしを圧迫する物価高騰

答
弁

　
更
な
る
経
営
改
善
と

営
業
努
力
を
し
て
い
る

㈱
余
暇
開
発
公
社
移
行
後
は

↑

動
画
は
こ
ち
ら

↑

動
画
は
こ
ち
ら

中里　芳之

答
弁

　
国
、
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
す
る

物
価
高
騰
対
策
を

大山　正弘
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議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

●
5
月
16
日

村
山
広
域
水
道
西
川
浄

水
場

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
月
山

や
朝
日
連
峰
か
ら
流
れ
て

く
る
水
は
、
一
旦
寒
河
江

ダ
ム
に
貯
め
ら
れ
、
1
年

を
と
お
し
て
安
定
し
た
水

量
で
寒
河
江
川
に
放
流
さ

れ
ま
す
。
県
営
村
山
広
域

水
道
は
、
寒
河
江
川
か
ら

取
水
し
、
西
川
浄
水
場
で

き
れ
い
に
し
た
良
質
な
水

道
水
が
本
市
を
含
め
、
村

山
地
域
の
6
市
6
町
の
配

水
池
ま
で
安
定
し
て
送
ら

れ
ま
す
。
西
川
浄
水
場
か

ら
送
ら
れ
た
水
道
水
は
、

水
道
管
を
通
し
て
各
家
庭

や
事
業
所
に
送
ら
れ
ま
す
。

大
久
保
地
区
水
道
管
新

設
現
場

　

浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
た

水
を
事
業
所
や
家
庭
へ
結

ぶ
水
道
管
工
事
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

水
は
私
た
ち
が
生
活
し

て
い
く
う
え
で
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
命
の

源
で
す
。

●
６
月
14
日

楯
岡
中
学
校

　

健
康
づ
く
り
推
進
優
秀

校
受
賞
を
受
け
、
そ
の
取

り
組
み
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
用
状
況
な
ど
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

全
学
年
の
授
業
の
見
学

を
行
い
、
１
年
生
に
お
い

て
は
、
全
員
が
基
本
的
な

パ
ソ
コ
ン
へ
の
打
ち
込
み

操
作
を
習
得
し
て
い
る
様

子
。
3
年
生
で
は
先
日
行

く
こ
と
が
で
き
た
修
学
旅

行
の
ま
と
め
を
、
パ
ソ
コ

ン
を
駆
使
し
て
楽
し
そ
う

に
制
作
す
る
様
子
。
２
年

生
の
マ
ナ
ー
講
座
で
は
、

職
業
体
験
に
向
け
て
の
講

師
の
先
生
の
話
を
真
剣
な

面
持
ち
で
聞
く
様
子
を
見

て
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
睡
眠
を
重
視

し
、
生
活
記
録
ノ
ー
ト
を

活
用
し
た
、
望
ま
し
い
生

活
習
慣
に
よ
る
自
己
管
理

を
養
う
同
校
の
取
り
組
み

や
、
現
在
の
生
徒
の
不
登

校
・
生
活
状
況
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
５
月
24
日

　

は
や
ま
認
定
こ
ど
も
園

　

ち
ぐ
さ
、
冨
本
認
定
こ

ど
も
園
と
戸
沢
保
育
園
が

統
合
、
4
月
1
日
よ
り
幼

保
連
携
型
「
は
や
ま
認
定

こ
ど
も
園
」
と
し
て
旧
戸

沢
保
育
園
に
誕
生
し
ま
し

た
。
１
３
０
人
の
園
児
が

通
っ
て
お
り
、
ラ
ン
チ
を

美
味
し
そ
う
に
頬
張
り
、

食
後
は
元
気
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

L
字
型
に
配
置
さ
れ
た

園
舎
に
は
、
園
庭
先
に
広

が
る
田
ん
ぼ
か
ら
風
が
入

り
、
夏
で
も
快
適
に
過
ご

せ
る
場
所
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
番
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
月
に
一
度
の
防
災
訓

練
で
す
。
火
事
や
地
震
の

他
に
も
不
審
者
へ
の
対
応

訓
練
。
防
犯
カ
メ
ラ
も
3

台
増
設
し
、「
預
か
っ
た

子
ど
も
は
元
気
で
保
護
者

へ
直
接
帰
す
」
と
井
上
園

長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
ト
マ
ト
栽
培
農
家
︵
大
槙
︶

　

本
市
の
重
点
作
物
で
あ

る
ト
マ
ト
の
生
産
農
家
を

視
察
。
村
山
営
農
セ
ン
タ

ー
ト
マ
ト
生
産
部
の
令
和

4
年
度
計
画
は
、
栽
培
面

積
２
６
５
a
、
出
荷
数
量

28
万
４
５
０
０
㎏
。
視
察

農
家
で
は
、
22
ａ
に
4
棟

の
ハ
ウ
ス
、
品
種
は
、「
り

ん
か
４
０
９
」、「
麗
月
」

を
栽
培
し
７
月
末
頃
か
ら

収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。
ハ
ウ
ス
の
中
は
暑
く

大
変
で
す
が
、
傷
や
割
れ

に
注
意
を
払
い
丁
寧
に
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
中
央
育
苗
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
の
最
大
生
産

枚
数
は
８
万
３
５
０
０
枚
、

令
和
4
年
度
は
７
万
６
３

２
９
枚
で
稼
働
率
91
・
４

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

市
の
作
付
面
積
は
お
よ
そ

１
６
３
０
ha
そ
の
内
、
４

２
４
ha
（
約
1
／
4
）
を

セ
ン
タ
ー
は
担
っ
て
い

ま
す
。

　

種
籾
は
薬
剤
を
使
わ
な

い
温
湯
消
毒
処
理
で
減
農

薬
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

は
え
ぬ
き
、
雪
若
丸
、
つ

や
姫
の
３
種
を
扱
い
、
土

入
れ
か
ら
覆
土
ま
で
全
自

動
播
種
装
置
で
、
７
２
０

０
枚
／
日
作
っ
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

管
内
視
察

管
内
視
察

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会 

管
内
視
察

管
内
視
察

浄水場から 6 市 6 町へ送水される水道橋浄水場から 6 市 6 町へ送水される水道橋

市内の水道管新設工事市内の水道管新設工事

３年生授業の様子３年生授業の様子

ランチタイムの様子ランチタイムの様子

育苗センターの説明育苗センターの説明

こども園からの説明こども園からの説明栽培についての説明栽培についての説明

健康づくり推進の健康づくり推進の

取り組みの説明取り組みの説明
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●
５
月
19
日

　

は
じ
め
に
、
徳
良
湖
周

辺
の
整
備
と
運
営
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
①
徳
良
湖
を

中
心
と
し
た
観
光
、
体
験

施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
②
現
在
の
課
題
と
今
後

の
整
備
計
画
（
展
望
）
に

つ
い
て
そ
の
後
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
周
辺
施
設
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
「
㈱
尾

花
沢
ふ
る
さ
と
振
興
公

社
」
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
運
営
上
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
徳
良
湖
周
辺
施

設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。
花
笠
高

原
交
流
施
設
で
あ
る
全
天

候
型
広
場
土
間
付
き
体
育

館
の
概
要
に
つ
い
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
グ
ー

ス
カ
フ
ェ
の
運
営
状
況
に

つ
い
て
視
察
し
説
明
を
受

け
ま
し

た
。
こ

れ
か
ら

の
市
政

運
営
に

大
変
参

考
に
な

る
視
察

で
し
た
。

●
５
月
12
・
13
日

　

ご
み
処
理
と
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
持
続
可
能

な
環
境
衛
生
行
政
を
行
う

先
進
地
の
取
り
組
み
を
視

察
し
ま
し
た
。

北
上
市
に
あ
る
岩
手
中

部
広
域
行
政
組
合
中
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広

域
化
に
至
る
経
緯
や
メ
リ

ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
最
新
の
焼
却
処

理
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

十
和
田
市
に
あ
る
、
生

ご
み
か
ら
の
バ
イ
オ
ガ
ス

に
よ
る
発
電
を
行
っ
て
い

る
県
南
保
全
セ
ン
タ
ー
㈱

を
訪
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
に
お
け
る
循
環
型
の
取

り
組
み
や
、
メ
タ
ン
菌
に

よ
る
発
酵
を
行
う
巨
大
な

タ
ン
ク
な
ど
の
設
備
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
仙
台
市
環
境
局

廃
棄
物
企
画
課
よ
り
本
市

で
も
将
来
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
、
製
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
一
括
回
収
、

リ
サ
イ
ク
ル
化
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
意
見
交
換
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

村
山
市
議
会
で
は
、
議

会
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
議
会
情
報
や
災
害
情

報
の
共
有
を
す
る
と
と
も

に
、
各
種
会
議
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
目
指
し
、
令
和

2
年
2
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
関
す
る
視
察
や

研
修
を
重
ね
、
令
和
4
年

6
月
定
例
会
か
ら
議
会
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
ま
し
た
。

6
月
定
例
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
紙
の
議

案
書
や
関
係
資
料
が
用
意

さ
れ
併
用
で
運
営
さ
れ
ま

し
た
。
端
末
導
入
後
は
、

市
か
ら
議
員
へ
の
情
報
提

供
や
各
種
会
議
案
内
な
ど

を
F
A
X
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
完
全
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

ま
た
、
災
害
な
ど
の
非

常
時
に
お
け
る
相
互
情
報

交
換
手
段
の
確
立
な
ど
、

日
常
で
の
幅
広
い
活
用
方

法
を
探
究
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
・
公
明
ク
ラ
ブ

市
政
・
公
明
ク
ラ
ブ

管
内
視
察

管
内
視
察

改
革
ク
ラ
ブ

改
革
ク
ラ
ブ

行
政
視
察

行
政
視
察

議 会 活 動議 会 活 動

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
‼‼

■4月

4日 議会だより編集委員会

5日 山形広域炊飯施設

オープニングセレモニー

6日 県市議会議長会定期総会

11日 議会だより編集委員会　　

12日 議会運営委員会

14日 議会だより編集委員会

15日 県縦断駅伝競走大会結団式

17日 神町駐屯地創立60周年記念行事

19日 議会だより編集委員会

市地区代表会議

20日 全員協議会

総務文教常任委員会協議会

産業厚生常任委員会協議会

21日 東北市議会議長会理事会・総会

（書面会議）

24日 市消防大演習

25日 議会運営委員会

27日 全員協議会・本会議

総務文教常任委員会協議会

市身体障がい者福祉協会総会

■5月

9日 タブレット検討部会

11日 県及び市町村長・議長会議

（WEB会議）

12日 改革クラブ行政視察（～ 13日）

16日 総務文教常任委員会行政視察

17日 タブレット検討部会

18日 総務文教常任委員会協議会

県議会農林水産常任委員会行政視察

19日 市民生委員児童委員協議会総会

市政・公明クラブ行政視察

20日 全員協議会・議会運営委員会

市商工会通常総代会

24日 産業厚生常任委員会管内視察

25日 全国市議会議長会定期総会

各委員会合同会議　　　　

27日 春のバラまつりオープニングセレモニー

30日 議会運営委員会

議会だより編集委員会

■6月

3日 全員協議会・本会議・予算特別委員会

7日 一般質問

総務文教常任委員会協議会

8日 一般質問

13日 予算特別委員会・会派代表者会議

14日 常任委員会

総務文教常任委員会管内視察

15日 常任委員会

17日 常任委員長会・議会運営委員会

19日 筆供養

20日 全員協議会・予算特別委員会・本会議

21日 タブレット導入検討部会

23日 議会だより編集委員会

26日 全国各流居合道さくらんぼ大会

2022ブルガリア・フェア

29日 議会だより編集委員会

令和5年度重要事業要望

（北村山地域振興局、県庁）

議会だより編集委員会でも議会だより編集委員会でも

タブレットを活用タブレットを活用

バイオガス発電所バイオガス発電所

の発酵タンクの発酵タンク

屋内運動場視察の様子屋内運動場視察の様子
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発
行
　
山
形
県
村
山
市
議
会

●
編
集
　
村
山
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
　
㈱
光
洋
印
刷

N
o
.1
1
4

　　　　　

む
ら
や
ま
議
会
だ
よ
り

　私の住んでいる山の内は、とても豊かな自然に囲まれています。

水がとてもおいしく、季節ごとに移り変わる景色が魅力です。

　冬は雪が多く大変ですが、春、秋はおいしい山菜やキノコなど

がたくさん採れ、自然体験交流施設「やまばと」ではさまざまな

イベントが行われています。

　幼少期から祖父母や地域の人が農作物を作る姿を見て、私もお

いしい農作物を作りたいと思うようになりました。今は富並青柳

農産㈱で農業の仕事をしています。まだまだ分からないことがた

くさんありますが、多くの知識を身につけ、一日でも早く一人前

になりたいと思っています。

　今後は山の内で『一番おいしい農産物を生産する農家』になる。

という目標に向かって一つ一つの作業に力を入れていきたいと思

います。地域の活動にも積極的に参加し、昨年山の内に嫁いでく

れた妻と共に、山の内の自然や暮らしを守って行きたいと思います。

～自然豊かな山の内～

委

員

長
　
　
石
澤
　
祐
一

副
委
員
長
　
　
菊
池
　
貞
好

委
　
　
員
　
　
田
中
　
正
信

阿
部
　
正
任

髙
橋
　
卯
任

吉
田
　
　
創

柴
崎
　
亮
太

　
本
格
的
な
夏
の
到
来
に
よ
り

行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
に
は
熱
中
症
や

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
充
実

し
た
夏
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
こ
の
度
（
公
財
）
日
本
バ
ラ
会

よ
り
新
品
種
の
命
名
権
が
贈
呈

さ
れ
、
名
称
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

で
平
和
を
意
味
す
る
【
マ
イ
ア
】

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
悲
惨
な

現
状
に
あ
る
、
す
べ
て
の
地
域

に
一
日
も
早
く
平
和
な
日
常
が

訪
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。
　
　

（
柴
崎
）
　

あ

と

が

き

〈表紙写真〉
　東沢バラ公園の「バラまつり2022」に合わせ、6月定例会に

おいてバラ議会を実施致しました。

　議員全員が、東沢バラ公園のバラを使用したコサージュを身

に着けて議会に臨みました。

　村山市の観光名所、東沢バラ公園の積極的なPRにより、市内

外から多くの来園を期待します。

【秋のバラまつり 2022】　9 月中～下旬（予定）

大人　600円　小中学生　300円

※村山市民（要身分証）幼児以下　無料

山の内の「大石」

新品種【マイア】

農作業中のすがた

井上　翔一 さん

（大高根）
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